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人生ってむなしい？ コヘレトの言葉の学び

人生とは何か？ コヘレトの言葉 1:1-18

　

私はこれまで「私の靴は赤い」、「カエルそれともトカゲ」、「偽クリスチャン」や「文化的クリスチャン」というメッセージ、毎年のイースターメッセージ、クリスマスメッセージ、また、「コミットメント」、「山上のイエスの説教」や「結婚と家族関係」というシリーズのメッセージをしてきました。他にも、旧約聖書のヨブ記、ダニエル書やヨナ書、また、新約聖書の使徒言行録、ローマの信徒への手紙やフィリピの信徒への手紙、エフェソの信徒への手紙、ヨハネの手紙一についてもメッセージをしてきました。

さて、今日は、よく読まれず、ほとんど勉強されず、それについてほとんど説教しない本をみてみましょう。

その本はコヘレトの言葉です。聖書によると、この書は誰よりも傑出して賢く裕福な男が歳をとってから書いたものです。彼は王でした。彼の名はソロモンです。生涯にわたる徹底的な研究と個人的な経験から、彼は、あらゆる年齢の人に向けて人生について最も重要な唯一の教訓を明らかにするために、この書を書きました。

コヘレトの言葉

1 エルサレムの王、ダビデの子、コヘレトの言葉。
2 コヘレトは言う。なんという空しさ／なんという空しさ、すべては空しい。
3 太陽の下、人は労苦するが／すべての労苦も何になろう。
4 一代過ぎればまた一代が起こり／永遠に耐えるのは大地。 

5 日は昇り、日は沈み／あえぎ戻り、また昇る。
6 風は南に向かい北へ巡り、めぐり巡って吹き／風はただ巡りつつ、吹き続ける。
7 川はみな海に注ぐが海は満ちることなく／どの川も、繰り返しその道程を流れる。
8 何もかも、もの憂い。語り尽くすこともできず／目は見飽きることなく／耳は聞いても満たされない。
9 かつてあったことは、これからもあり／かつて起こったことは、これからも起こる。太陽の下、新しいものは何ひとつない。
10 見よ、これこそ新しい、と言ってみても／それもまた、永遠の昔からあり／この時代の前にもあった。
11 昔のことに心を留めるものはない。これから先にあることも／その後の世にはだれも心に留めはしまい。
12 わたしコヘレトはイスラエルの王としてエルサレムにいた。
13 天の下に起こることをすべて知ろうと熱心に探究し、知恵を尽くして調べた。神はつらいことを人の子らの務めとなさったものだ。
14 わたしは太陽の下に起こることをすべて見極めたが、見よ、どれもみな空しく、風を追うようなことであった。
15 ゆがみは直らず／欠けていれば、数えられない。
16 わたしは心にこう言ってみた。「見よ、かつてエルサレムに君臨した者のだれにもまさって、わたしは知恵を深め、大いなるものとなった」と。わたしの心は知恵と知識を深く見極めたが、
17 熱心に求めて知ったことは、結局、知恵も知識も狂気であり愚かであるにすぎないということだ。これも風を追うようなことだと悟った。
18 知恵が深まれば悩みも深まり／知識が増せば痛みも増す。 

コヘレトの言葉からの重要な教訓
すべてにおいて神とともにいなければ、すべてが無意味で、すべてが何ものでもない。

ソロモンは、自分が書いたことを経験していました。神は、ソロモンの時代の前にも後にも、ほかの誰のために対しても決してしなかったことをソロモンのためになさいました。神がソロモンのためにされたことはこれです。

歴代誌下　1:7  「その夜、神はソロモンに現れて言われた。「『何事でも願うがよい、あなたに与えよう。』」　

ソロモンは何を願いましたか？　彼は神に知恵を願いました。神は彼に天の知恵を与えました。その素晴らしい知恵ゆえに、あらゆる種類のことについて彼の助言を得るために、世界中から人々がやって来ました。唯一の問題は、ソロモンが自分自身の助言を聞き入れなかったことです。彼は神を敬うことの道から迂回し、力、物質主義、セックス、自信過剰、財産、名声と快楽の道を走りました。ソロモンは自分の人生の結果を、いかに人生が無意味であるか、人生が無であるかについてのこの書にまとめました。これは「コヘレトの言葉」と呼ばれています。「コヘレト」とは「教師」、「説教者」という意味です。40年以上前、ジュディと私はメキシコへミッショントリップに行きました。若い牧師が一緒に働いていました。ちなみに、そのとき私も若かったのですよ。名前を聞くと、彼は「コヘレト牧師」、「私は説教者」という方でした！

コヘレトの言葉は、人生の真の目的を見つけるためにすべてを試みた男性の物語です。コヘレトの言葉は、ソロモンがなぜ幸福な人生をおくらなかったかを伝えています。エクスポジターズバイブルコメンタリー（聖書解説の本）は、「コヘレトの言葉は聖書の中で最も不可解な書の一つである。」といっています。

もし聖書の全ての書についてメッセージをすることがあれば、コヘレトの言葉から始めるのがいいと思います。なぜなら、コヘレトの言葉が語ることを信じ、理解しない人にとっては、聖書の残りの箇所はあまり意味をなさず、関心をもてないと思うからです。すべての高校や大学がコヘレトの言葉の学びを義務づけるべきだと思います。

コヘレトの言葉は、次のような人生についての最も重要な疑問に対する答えを教えてくれます。

•人生の本当の目的は何か？
•人生の真の成功とは何か？
•どうやったら、永遠に生きることができるか？

これらの答えは、東京大学、ハーバード大学、ウォール街、あるいは、ハリウッド、カリフォルニア州では教えてくれません、本当の答えは、聖書という神の御言葉の中にのみ見つかります。

デビッド・エレミヤ牧師は、48の大学の7,948人の学生に対して、人生で最も重要だと考えるものは何かという質問をする調査が行われたことを報告しました。 

重要なポイント

調査対象となった7,948人のうち75％の学生が、自分たちの主な目標は人生における目的や意味を見つけることだと言いました。

だから、数年前、聖書以外でベストセラーになった本はリック・ウォレン牧師の『人生を導く5つの目的』（邦題）という本だったのです。

コヘレトの言葉の概要を現代版にした話があります。コヘレトの言葉と同じ話ではありませんが、今日の人々が、人生をどう見ているかを説明しています。

この話は、ラヴィ・ザカリアスという世界的なクリスチャンの作家の著作の一つ『人は神なしで生きられるか？』という本にある話です。次の引用はホセ・マルティネスという名のタクシー運転手の言葉からです。

「私たちは死ぬためにここにいます。ただ生きて死ぬだけです。私はタクシーを運転するのが好きです。ちょっと釣りをして、ガールフレンドとデートして、税金を払って、少し読書をして、それからぽっくり逝く準備をします。人間はこの事実を知っても強くなければいけません。人生は大きな偽物です。人は富んでいるか、貧しいか。人はここにいる。そして、いなくなる。風みたいなものです。誰かが逝ってしまった後には他の人が来ます。これを改善するには遅すぎるのです。人々は一つのことだけ気にしています。それはお金です。」

コヘレトの言葉はソロモンが書いた聖書の3つの書の最後の書です。最初の書は雅歌で、ソロモンが若い時に書いた愛とロマンスの書です。二つ目は箴言です。これは、信仰による知恵と真実とアドバイスに満ちています。ソロモンが日々、神との深い交わりをもって暮らしていたときに書かれました。そして、コヘレトの言葉、人生の後悔についての書です。ソロモンが老いて、人生に神がいなくしては、すべてが本当に無意味で、全てが無であることを学んでから書かれました。

過去の人生を振り返り、これからの人生を見据えた時、もし神が中心にいないなら、自己を否定して生きていないなら、神がみなさんがやることすべてに関わっていないなら、ソロモンが３節で言ったように、「なんという空しさ、すべては空しい。」とみなさんも実感するでしょう。

コヘレトの言葉1章から学ぶことができるいくつかのこと

1.神から離れては人生の目的はない。

ソロモンは単刀直入に書いています。彼は、まさに冒頭で、コヘレトの言葉から私たちに知ってもらいたいこと、学んでもらいたいことを話しています。

コヘレトの言葉

1 エルサレムの王、ダビデの子、コヘレトの言葉。
2 コヘレトは言う。なんという空しさ／なんという空しさ、すべては空しい。
3 太陽の下、人は労苦するが／すべての労苦も何になろう。

そして、万が一、冒頭で要点を見逃した場合に備えて、ソロモンはまさに最後の部分で要点を繰り返しています。
コヘレトの言葉 12:8  「なんと空しいことか、とコヘレトは言う。すべては空しい、と。」

覚悟してください。なぜなら、コヘレトの言葉を読むにつれて、みなさんは「空しい」あるいは「空虚」という単語を何度も繰り返し見るでしょうから。それは、12章で38回使われています。ソロモンは「神のいない人生とは、人生には意味がなく、すべてが空虚であるということ」と言っています。ヘブル語の単語は文字通り「霧」を意味しています。言い換えると、空虚とは、何でも現れたものは素早く消え、後には何も残さず、満足させることはなく、意味がないということです。

テニスの世界チャンピオンのハナ・マンドリコワは、かつて、マルチナ・ナブラチロワやクリス・エバートのような偉大な選手を破ることについてどのように感じたか尋ねられました。ハナは、「どんな大勝利も、すべての苦しみ、練習、遠征にそれだけの価値があることを意味しています。私は世界を支配しているような気分になります。」と言いました。インタビュアーが「どのくらいその気持ちは続くのでしょうか？」と聞くと、ハナは「2分くらいです。」と答えていました。

ソロモンは「すべては空しい。すべては意味がない。」と言っています。これは、すべてはすぐに消え、後に何も残さず、満足を与えることはないという意味です。 
泡ですか？　空しさとは、石鹸の泡がつぶれた後に残るものです。

「空しさ、空虚、何もない」とは神のいない人生です。

•人生は短いとか比較的短いとかいうだけでなく、神なしでは人生はつかみどころがなく無意味です。
•みなさんが行なうすべての仕事と労働時間の合計は、神なしでは何の意味もありません。
•みなさんが稼ぐお金と所有物のすべては、神なしでは何の意味も持ちません。

ソロモンは、神なしで生きて死ぬことは、何の意味もなく生きて死ぬことであり、人生はむなしいままだということを発見しました。

覚えていてください。

1.神から離れては人生の目的はない。

2.神から離れては人生には何の益もない。

コヘレトの言葉 1:3「太陽の下、人は労苦するが／すべての労苦も何になろう。」（新共同訳）
伝道者の書 1:3「日の下で、どんなに労苦しても、それが人に何の益になろう。」（新改訳）
「太陽（日）の下で」と書かれています。この文章は、コヘレトの言葉で29回使われています。「神なしの人生は意味がない」または「地球には本当に新しいものは何もない」と言えるでしょう。

また、新改訳の「益」（ESV版のgain）という語を見てください。これは、ビジネス用語で、コヘレトの言葉においてだけ使われている単語です。商取引の売上から全ての費用を除いた後に残るものという意味です。ソロモンは単刀直入にこう言っています。

神なしでは、あなたの重労働から得られる純利益はゼロである、何の益も得られない。

1.神から離れては人生の目的はない。

2.神から離れては人生には何の益もない。

3.神から離れては人生には何の目的もない。

コヘレトの言葉 1:8　「何もかも、もの憂い。語り尽くすこともできず／目は見飽きることなく／耳は聞いても満たされない。」

ソロモンは、いかに容易く人々が人生に飽きて退屈するかを描きました。どんなに多くのものを見たり聞いたりしても、満足することはありません。人々はとてもせかせかしています。代官山や渋谷の人々を見てください、動き回って、見て、歩いて、忙しくウィンドウショッピングしています。人々は生活に退屈しています。これを新式で言うと、「うーーーーんざり！」です。

コヘレトの言葉 1:9-10

かつてあったことは、これからもあり／かつて起こったことは、これからも起こる。太陽の下、新しいものは何ひとつない。見よ、これこそ新しい、と言ってみても／それもまた、永遠の昔からあり／この時代の前にもあった。

ソロモンは「太陽の下」にあるすべての新しいものはすぐに発見され、早く忘れられると言っています。すべては「太陽の下」にある人生しかみておらず、神のことを考えていません。

重要なポイント

太陽の下にある人生に何もないのなら、太陽の上にある人生には何かあるに違いありません。

つまり、神が関わり含まれているとき、人生は明確な目的を持った人生になるということです。

アウグスティヌスは言いました。

神を持つ人は全てを持っている。神を持たない人は何も持たない。

神とそのほかすべてを持つ人は、神のみを持つ人と同じだけのものしか持たない。

コヘレトの言葉 1:4「一代過ぎればまた一代が起こり／永遠に耐えるのは大地。昔のことに心を留めるものはない。これから先にあることも／その後の世にはだれも心に留めはしまい。」
悲しいことですが、本当なのです。コヘレトの言葉における主な教えは、人生の素早さの現実と死の現実です。

ヤコブ 4:14 「あなたがたには自分の命がどうなるか、明日のことは分からないのです。あなたがたは、わずかの間現れて、やがて消えて行く霧にすぎません。」

みなさんや私が死んだときにはお葬式があるでしょうから、みなさんに死について考えてもらいたいのです。50人あるいは500人の人が出席してくれるかもしれませんが、お葬式の後に人々が何をするか知っていますか？　ソロモンは4節で「一代過ぎればまた一代が起こり／永遠に耐えるのは大地。」と言っています。

国によってはいくつか同じ習慣があります。お葬式の後、人々は集まって食事をしたり、少し話しをしたり、多分故人について少し回想した後、自分たちの日常生活にすぐに戻ります。今日のお葬式は明日の記憶になります。ポイントは、神がいない人生であったなら、本当に何も言うことはないということです。人生は本当に終わってしまい、コヘレトの言葉1:14は現実になります。

「わたしは太陽の下に起こることをすべて見極めたが、見よ、どれもみな空しく、風を追うようなことであった。」
今日ここにいる誰もがブレーズ・パスカルという名前の才気あふれるフランスの思想家、科学者、数学者、および発明者をよく知っていると思います。彼は、15歳の時に、本を書き、科学の理論を展開しました。10代のとき、デジタル計算機を発明し、その後、気圧計、真空ポンプ、空気圧縮機、注射器、そして油圧プレスを発明しました。

非常に若い時に、パスカルは、すぐに生活に飽きるようになり、社会の快楽に退屈しました。ある晩、パスカルは聖書のヨハネ17:3からキリストの言葉を拾い読みしていました。

ヨハネ17:3

「永遠の命とは、唯一のまことの神であられるあなたと、あなたのお遣わしになったイエス・キリストを知ることです。」
パスカルは、すぐにイエス・キリストを信じるように心と人生を開きました。彼は、小さな羊皮紙に「恵みあふれる1654年11月23日月曜日に、喜び、喜び、喜び、喜びの涙。『これは永遠の命。あなたが送ってくださったイエス・キリスト、唯一の真の神、あなたのことをみなは知っているでしょう。』　イエス・キリスト。決して私が神から離れることのないように」と書きました。

パスカルは、神の偉大さを伝道することに人生の残りを費やしました。彼の死後、あの小さな羊皮紙が彼のコートの裏地の心臓に近い場所に縫い付けられているのが見つかりました。

みなさん、コヘレトの言葉の1:2「なんという空しさ、すべては空しい。」に書かれている人生の空虚さや無意味さは、みなさんがキリストを持たないのなら真実です。でも、私たちの主イエス・キリストを通して人生は有意義で目的のあるものになります。しかし、それはみなさんの選択です。

マタイ 18:3-4で描かれている子供のように、今日、キリストのところに来ませんか？　「イエスは言われた。『はっきり言っておく。心を入れ替えて子供のようにならなければ、決して天の国に入ることはできない。』」
信仰は人格を形成します。それは、子供として、または大人になってから子供のように、謙虚にイエスのもとに来ることから始まります。そして、そうするなら、みなさんは有意義で目的のある人生を持つことになります。

祈りましょう。

デニス・フォールズ

2016年8月7日

